
4

海外研修記

西 ドイツの音楽事情
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市
民
に
直
結
す
る
音
楽
文
化

ド
イ

ッ
の
冬

は
長
く
厳

し

い
。
黒
雲

は
重
く
頭
上

を
覆

い
、
陽
光

に
浴
す

こ
と
は
極

め

て

ま

れ

で

あ

る
。
し
か
し
市
民

は
、
ク
リ

ス
マ
ス
か
ら
イ
ー

ス
タ

ー
に
向

け
て
最
も
活
気

づ
き
解
放
感

に
ひ
た
る
。
そ

の
こ
ろ
、
音

楽

シ
ー
ズ

ソ
た
け
な
わ
で
あ
る
。

各
地

に
繰

り

広

げ

ら

れ

る
多
彩

な

コ
ン
サ
ー
ト

は
、
そ

の
都
市

の
規
模

と

地
域
性

に
よ

っ
て
異
な

り
、
都

市
ご
と

に
個
性

あ
る
音
楽
文
化

を
形
成
し
て

い
る
か
ら
興
味
深

い
。

バ
イ

エ
ル
ソ
州

の
首

都

ミ

ュ
ン

ヘ
ソ
は
、

モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
、

ワ
ー
グ

ナ
ー
、
R

・
シ

ュ
ト
ラ
ウ

ス
の
ナ

ペ

ラ
の
伝
統
を
脈

々
と
今

日
に
伝
え

て
い
る
。

こ
こ

に
は
バ
イ

エ
ル
ン
国
立
歌
劇
場
を

は
じ

め
、

ヨ
ッ
フ

ム
、

ク
ー
ベ
リ

ッ
ク
等

の
名
指
揮
者

の
も
と

で
世
界

的
名
声

を
得

た
バ
イ

エ
ル

ソ
放
響

、

マ
ー
ラ
ー
ほ
か

大
曲
初
演

の
歴
史
的
業
績

を
誇

る
ミ

ュ
ソ
ヘ
ソ

・
フ

ィ
ル
な
ど
が
集
中

し
、

一
大
音
楽
都
市

を
な
し
て
い

る
。

か
と
言

っ
て
、
バ

イ

エ
ル
ソ
州

の
他

の
小
都
市

が
音
楽
的

に
劣
性

で
あ
る
と
は

一
概

に
言
え
な

い
。

バ

ソ
ベ

ル
ク
交
響
楽

団
や
パ
イ

ロ
イ
ト

の
ワ
ー
グ

ナ

ー
祭

の
存
在
が

よ

い
例
で
あ
る
。

他

の
州

で

は
、

北

は

ハ
ソ
ブ

ル
ク
、

西
は

ケ
ル

ン
、
南

西

で
は
シ

ュ
ツ

ッ
ト
ガ
ル
ト
、
特
別
地
区
西

ベ

ル
リ
ソ
を
含
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
音
楽
文
化

圏

で
あ

る
。

こ

こ

に

は
中
央

と

ロ
ー
カ

ル
と

い
う

概
念

は
な

い
。

い
わ
ば
州

の
各
都
市
す
べ

て

ロ
ー
カ
ル
な

の
で

あ

る
。
ド
イ

ッ
民
族

の
多
数
小
国
家

の
分
立

か
ら
、

国
家
統

一
と

い
う
歴
史
的
背
景

に
由
来
す

る
連
邦
制

は
、
政
治
、
文
化

の
中
央
集
権
化

の
弊
害

を
減
少
さ

せ
て
い
る
。

こ
の
分
離
主
義

は
州
、
都
市
と
市
民
生

活
を
緊
密

に
し
、
各
都
市

の
音
楽
文
化

に
顕
著

に
反

映

し
て
い
る
。

京
都
市

の
姉
妹
都
市

ケ

ル
ソ
は
、
ノ

ル
ト

ラ
イ

ン

ーー

ヴ

ェ
ス
ト

フ
ァ
ー

レ
ン
州
最
大

の
都
市

で
あ
り
、

百

万
に
近

い
人

口
を
擁

し
て

い
る
。
当
然

、
放

送
局

や
諸
外

国

の
文
化

セ
ン
タ
ー
が
連

立
し
、

マ
ス
的
文

化
様

相
を
呈
し
て

い
る
。
列
車

で

ラ
イ

ソ
河

の
橋
を

渡

る
と
高
く
讐

え
立

つ
ケ
ル
ン
大
聖
堂

の
双
塔
が
眼

前

に
迫

ま

る
。
列
車

は
静

か
に
ケ
ル
ン
駅
構
内

に
流

れ
込
む
。

ケ
ル
ソ
駅

は

ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
有
数

の
交
通

の

要
衝

で
あ

る
。
南

は
ミ

ュ
ソ

ヘ
ソ
か
ら

ウ
ィ
ー

ン
、

さ
ら

に

ロ
ー

マ
へ
。

カ
ー
ル
ス
ル
ー

エ
か
ら
バ

ー
ゼ

ル
を
経

て
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

へ
。
西

は
ア
ー

ヘ
ン
を
経

て

ブ

ラ

ッ
セ
ル

へ
、
さ

ら
に
西
南

に
取
れ
ぽ

パ
リ
に
通

ず

る
。
北
上
す
れ
ば

ハ
ソ
ブ

ル
ク
、
西
北

は
ア

ム
ス

テ
ル
ダ

ム

へ
。
東

は
ベ

ル
リ

ソ
を
経

て

モ
ス
ク
ワ
に

通
ず

る
。
国
際
列
車
が

し
き
り
に
往
き
交

い
、
多

国

人
種

の
往
来
す

る

ケ
ル
ン
駅

で
あ
る
。
筆
者

は
国

立
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ケ
ル
ン
音
楽
大
学

で
の
研
究

の
た
め
、

し
ば
ら
く

ケ

ル
ン
駅

の
近
く

に
逗
留
し

た
。

ケ
ル

ン
音
楽
大
学

で

は
拙
作

の
音
楽
作
品

に

つ
い
て
分
析
、
解
説
を

し
た

が
、
参
加

し
た
学
生

の
半
数
以
上
が
諸
外
国

の
留
学

生

で
占

め
ら
れ

て
い
た
。

ケルン大聖堂

 

近
年
、
外
国
人

の
西
ド
イ

ツ
流
入
傾
向

は
顕
著

に

現
わ
れ

て
い
る
。
特

に
音
楽
分
野

で
言
え
ば
、

ケ
ル

ン
放
送
管
弦

楽
団
員

の
募
集

オ
ー
デ

ィ
シ

ョ
ン
の
応

募
者

の
大
半
が
東

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と

ア
ジ

ア
人
で
占

め
ら
れ

て
い
る
。
応
募

者

の
演
奏
技

術
水
準
も
本
国

の
ド
イ

ツ
人

に
優

る
と
も
劣
ら
な

い
。
外

国
人
が
西

ド
イ

ツ
で
学
び
、
卒

業
後

も
西
ド
イ

ツ
に
残

っ
て
演

奏

活
動
を
続

け

る

こ
と

を
望

む
者

が
多

い
背
景

に

は
、
充

実
し
た
音

楽
教
育
機

関
と
質

的

に
高

い
教
育

内

容
や
権
威
あ
る
名
立
た
る
教

授

ス
タ
ッ
フ
が
留

学

生
を

ひ
き

つ
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
終

局
目
的

は

優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
、
己

の
目
指
す
ナ
ー

ケ
ス

ト
ラ
や

オ
ペ
ラ

・
ハ
ウ

ス
で
の
定
職

に
就
き

た
い
と

い
う
願
望
が
あ

る
。
自
国

に
帰

っ
て
も
必
ず
し
も
音

楽
活
動
が
保
証
さ
れ

る
と

は
限
ら
ず
、
音
楽
家

の
道

の
嶮
し
さ

は
日
本
だ
け

で
は
な

い
。

こ
の
点
、
音
楽
文
化
が
日
常
生
活

に
浸
透
し

て
い

る
西
ド
イ

ツ
で
は
、
音
楽
活
動

の
場
が
多
く
、
音
楽

家

は
社
会
的

に
優

遇
さ
れ
る
と

い
う
社
会
風
習
が
、

外
国
人
音
楽
家

の
西
ド
イ

ッ
流
入
を
増
大
さ

せ
て
い

る
。
因

み
に
、
西
ド
イ

ッ
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
数

は

七
十

二
、
六
十
以
上

の
音
楽
会

ホ
ー
ル
。
各
主
要
都

市

に
は
必
ず
オ
ペ

ラ

・
ハ
ウ

ス
が
あ
る
。

こ
れ
ら
す

べ
て
国
、
州
、
あ
る

い
は
市

の
助

成

に
よ

っ
て
成
り

立

っ
て

い
る
。
従

っ
て
入
場
料
は
非
常

に
廉
価

で
あ

る
。
日
本

の
重

立

っ
た
オ
ー

ケ
ス
ト

ラ
は
十
余
、
オ

ペ
ラ

・
ハ
ウ

ス
は
皆
無

で
あ
る
。

音
楽
環
境

の
違

い
は
、
国

土
面
積

、
人

口
密
度

か

ら
も
比
較

に
な
ら
な
い
が

、
根
本
的

な
相
違

は
市
民

の
音
楽
文
化

に
対
す

る
意
識

の
差

に
あ

る
。

日
本

や

ア

メ
リ
カ
に
見

ら
れ

る
よ
う

に
音
楽
芸
術
が
商
業

主

義

の
過
当
競
争

の
渦
中

に
曝

さ
れ

て

い
る
状
況
と

は

全
く
対
照
的

な
の
で
あ

る
。

連
邦
制

に
よ
る
分
離
主
義
が
も

た
ら
す
個
性
あ

る

独
自

な
音
楽
文
化
都
市
形
成

は
、
他

の
小
都
市

に
も

窺

い
知

る
こ
と
が

で
き

る
。

ケ
ル
ソ
の
北

に
州

の
首

都
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
が
あ

る
。
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド

ル

デ ュ ッセ ル ドル フ=ケ ー ニ ヒア レー

 

フ
駅
正
面
玄
関

に
は
、
日
本
商
社

の
寄

贈
と
思
わ
れ

る
孟
宗

竹

の
植
込

み
が
、

い
と
も
奇
妙

な
光
景
を
醸

し
て

い
た
。

こ
こ
は
日
本
領
事
館

や
日
本
人
学
校

が

あ
り
、
確

か

に
日
本

商
社
も
多

く
、
日
本
人
が
最

も

集
中

し
'

m
-
-
tt
ッ
パ
進

出

の

一
大
商

業
基
地

で
あ

る
。

ハ
イ
ネ
を
生
み
、

ロ
マ
ソ
主
義
音
楽

の
シ

ュ
ー

マ
ソ
、

メ
ソ
デ

ル
ス
ゾ
ー

ソ
が
活

躍
し
た
デ

ュ
ッ
セ

ル
ド

ル
フ
は
、
今

や

フ

ァ
ッ
シ

ョ
ソ
の
町
と
し
て
知

ら
れ
て

い
る
が
、

フ
ラ
ソ
ス
風

の
マ
ロ

ニ
エ
並

木

の

美
し

い
ケ
ー

ニ
ヒ
ス
ア
レ
ー
は
昔

な
が
ら

の
優
雅

さ

を
と
ど
め

て

い
る
。

デ

ュ
ヅ
セ
ル
ド

ル
フ

・
オ
ペ
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ラ

・
ハ
ウ

ス
と
市
立
劇
場

を
拠
点

に
展
開
さ
れ

る
音

楽
活
動

は
、

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ソ
の
町

に
似

つ
か

わ

し

く

、
華
麗

さ
の
中

に
も
品
位
が
あ

る
。

ケ

ル
ン
の
南

に
は
西
ド
イ

ッ
連
邦
共
和
国

の
首
都

ポ

ソ
が
近

接
し
て

い
る
。
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
と

ボ

ソ
の
い
ず

れ
も

ケ
ル
ン
か
ら

の
距
離

は
、
ア
ウ
・ト
バ

ー

ン
な

い
し
列
車

で
三
十
分
以
内

で
あ
る
。

ボ

ソ
は

ベ
ー
ト
ー
ベ

ソ
生
誕

の
地

で
あ
り
、
今

も
べ
ー
ト
ー

ベ

ソ
生

家
を
訪

れ
る
人
が
絶

え
な

い
。

ま
た
ボ

ソ
は

大

学
都
市
と
し
て
栄

え
た
古

き
趣
き
を
残

し
な
が

ら

も
、
共
和
国

の
首
都

に
定

め
ら
れ
て
か
ら
は
、
各
政

党
本
部
が
置

か
れ
、
諸
外

国

の
通
信
社

も
多

い
。
し

か
し
、
そ

の
人

口
は
僅

か

に

三
十
万
足

ら

ず

で
あ

る
。
東
京

や
パ
リ

の
よ
う

に
極
端
な
中
央
集

中

は
見

た
た
ず
ま
い

ら
れ
な

い
。

静

か
な

佇

を
見
せ
る
ボ

ソ
は
、

他

の
小
都
市
と
同
様

に
市
民

の
オ
ペ

ラ

・
ハ
ウ

ス
が
あ

り
、
公
立

の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
。
そ

の
地
域

に

密

着
し
た
独
自

の
音
楽
文
化

は
、
他

の
大
都
市

に
吸

収

さ
れ

る
こ
と
が
な

い
。

ボ

ン
の
ベ

ー
ト
ー
ベ

ン

・
ハ
レ

・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

と
、

ケ
ル
ン
放
響
と

に
技

術
的
優
劣
が
あ

る
に
し

て

も
、
ボ

ソ
市
民

は
演
奏
技

倆

の
良
し
悪
し

の
み

に
執

着
す

る
こ
と

は
な

い
。
む
し

ろ
伝
統
や
歴
史
的
文
化

遺
産

に
対
す

る
市
民

の
誇

り
と

、
そ

の
風
土

に
育
ま

れ

る
独
自

な
文
化
志
向
が
先
行

し
て
い
る
。
そ
れ

に

は

「
土
地
を
耕
す
」
と

い
う
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化

の

語
源
的
意
味
が
市
民

の
文
化
意
識

に
あ

る
の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

つ
ま
り
、
文
化

は
人
間

の
手
が
加

わ

っ

て
い
な
い
自
然
と
対
置

さ
れ

る
。
文
化

は
与

え
ら
れ

る
も

の
で
は
な
く

、
市
民
自

ら
築

き
上
げ

る
と

い
う

意
識

で
あ
る
。
住
民

の
自
由

の
表
現

と
し
て

の
地
方

自
治

の
根
強

い
伝
統

は
、
今

な
お
、
各
都
市
個
有

の

音
楽
文
化

に
息
づ

い
て

い
る
。

名

門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
変
貌

～

西
ド
イ

ッ
を
中
心

に
～

オ
ー

ケ
ス
ト

ラ
は
、
都
市
文
化

の
シ
ソ
ボ
リ

ッ
ク

な
存

在
で
あ
る
。
か

つ
て
ベ

ル
リ

ン

・
フ
ィ
ル
が
、

ニ
キ

シ

ュ
、

フ
ル
ト
ヴ

ェ
ン
グ

ラ
ー
と

い

っ
た
歴
史

的
大
指
揮
者
と
と
も

に
全
盛
時
代
を
画
し
た

の
は
、

戦
前
、
ド
イ

ツ
帝

国

の
首
都
と
し

て
の
威
信

の
反

映

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

敗

戦

に
よ
る
ベ

ル
リ

ソ
分

割
。
陸

の
孤
島
と
ま

で

言
わ
れ
た
西
ベ

ル
リ

ン
は
、
政
治
力
学
が
生
ん
だ
壁

の
虚

し
さ
を
今

日
に
さ
ら
し
な
が
ら
も
、
世
界

の
注

目
を
集
め
る
国
際
的
文
化
芸
術
都
市

に
成
長
し
た
。

そ

の
歴
史

は
、
ベ

ル
リ
ン

・
フ
ィ
ル
そ

の
も

の
で
も

あ
る
。

若

杉
弘
指
揮

の
ベ

ル
リ

ン

・
フ
ィ
ル
で
武
満
徹

の

ピ

ア
ノ
と

オ
ー

ヶ
ス
ト
ラ

の
た

め

の

『
リ
バ

ー
ラ

ソ
』
ド
イ

ツ
初
演
を
感
慨
深
く
聴

い
た
。

ナ
ケ
の
性

格

は
ド
イ

ッ
的
と
言
う

よ
り
、
む
し
ろ
国
際
化

し
た

体
質

を
備

え
て

い
る
。
楽
器

の
機
能

や
演
奏
法

に
も

合
理
性

を
生

か
し
て
い
る
。
絶

え
ず
進
歩

を
求

め
る

姿
勢

は
、
常
任
指
揮
者

カ
ラ
ヤ

ソ
の
完
全

主
義

と
相

ま

っ
て
、
極
度

に
磨
き
抜

か
れ
た
響

き
と
並

は
ず

れ

た
演
奏

の
高

み
を
も
た

ら

し

て

い

る
。

協
演

し
た

P

・
ゼ
ル
キ

ン
は
現
代
性

を
鋭

い
感
覚

で
と
ら
え
、

音
楽
が
も

つ
今

日
的
意
味

を
辛

ら

つ
に
提

示
し
て

い

た
。一

方

、
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

・
フ
ィ
ル
は
、

一
昨
年

秋

に

近

代
的

な
大

ホ
ー

ル
を
完
成
し
て
話
題

と
な

っ
た
。

P

・
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
指

揮
、

レ
オ

ン
ス
カ
ヤ

の
ピ

ア

ノ
に
よ

る
べ
ー
ト
ー
ベ

ソ
の

『
ピ
ア

ノ
協

奏

曲

一

番
』

は
、
南

ド
イ

ツ
的

な
解
放
感
が
漂

う
生
彩

さ
が

あ
る
。
し
か
し

ホ
ー

ル
共
鳴

の
偏

り
が
気

に
か
か

っ

た
。
オ

ケ
が

ホ
ー

ル
に
な
じ
ま
な

い
こ
と
と
、

ホ
ー

ル
細

部

の
共
鳴

チ

ェ
ッ
ク
が
末
だ
残
さ
れ

て
い
る

の

だ
ろ
う
。

近
年

の
、
よ
り
多

く

の
聴
衆

を
収
容
し
た

い
願
望

は
、
オ

ヶ
の
立且
里
と
音
像
バ

ラ
ソ
ス
の
限
界

に
駆
り

立
て
る
。
演
奏

ホ
ー

ル
と
と
も

に
演
奏
技

術

の
改
善

も
必
至

で
あ
る
。

二
十

一
世
紀

へ
向
け

て
の
ミ

ュ
ソ

ヘ
ン

・
フ
ィ
ル
の
音
づ
く
り
が
注
目
さ
れ

る
と

こ
ろ

で
あ
る
。

オ

ケ
の
表
現
領
域

の
拡
大
と
刷
新

の
方
向

は
、
各
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放
送
局
所
属

の
放
送
管
弦
楽

団

の
活
動

に
見

い
だ

せ

る
。
特

に
興
味

を
持

っ
た
の
は
、
ケ
ル

ン
放
送
管
弦

楽
団

の
奏
者
各
自

の
音
楽
的
自
己

主
張

の
強

さ
で
あ

る
。
指
揮
者

と
楽
員

の
コ
ソ
セ
ソ
サ

ス
が
得

ら
れ
な

け
れ
ぽ

、
各
自

、
思

い
思

い
の
楽

想
を
発
展
し
か
ね

な

い
。
指

揮
者

は
縦

の
線

よ
り
も
、
各
奏
者

の
横

の

線

の
流

れ

に
専
念
す

る
。
全
体

主
義

に
お
け
る
個

の

確

立
と

い
う
点
で
、
最
も
現
代
的
な
オ

ケ
で
あ
る
。

国
営
放
送

の
任
務

か
ら
、
未
知

の
重
要
作

品
や
新

作

の
紹
介
、
普

及

に
重
点
が

置
か
れ
る
。
放

送
管
弦

楽
団

は
い
つ
も
新
曲

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
楽
員

の
話

に
よ
る
と
、
古
典
的
名
曲
を
や

る
こ

と

は
極
め

て
少
な

い
と

い
う
。

オ
ー
ル

・
ベ
ル
ク
作

品

の
プ

ロ
も
珍
し
く
な

い
。

H

・
シ

ュ
タ
イ

ン
が
振

っ
た

マ
ル
タ
ソ
の
七

つ
の

管
楽
器
、
テ

ィ
ン
パ

ニ
ー
、
打
楽
器
と
弦

楽
オ

ー
ケ

ス
ト
ラ
の
た
め

の
協
奏
曲

の
幾
重

に
も
織

り
な
す
錯

綜
し

た
楽
句

に
お
い
て
も
、
強

い
説
得
力
を
持

っ
て

迫

っ
て
く

る
。
そ

こ
に
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
音
楽

の
伝
統

に
安
住

し
が

ち
な

オ
ケ
の
体
質

か
ら
脱
皮

し
て
、
現

代

に
対
応

で
き

る
活
力
が
あ

る
。

前
向
き
な
文
化
行
政
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
聴
衆

を
魅
了

し
、
満
足
感
を
与
え
ず

に
は
お
か
な

い
奏

者

の
気
魄
が
伝

わ

っ
て
く

る
。
そ

の
芸
術
家
気
質
が
オ

ケ
の
表
現
領
域

の
拡
大
と
新

た
な
局
面

の
打
開

に
関

わ

っ
て
い
る
こ
と

は
確

か
な
よ
う

で
あ

る
。

～
西
ド
イ

ツ
周
辺
～

西
ド
イ

ツ
に
隣
接
す

る
諸

国

に
は
、
特
記
す
べ
き

音
楽
文
化
を
誇

る
都
市
が
あ

る
。

し
か
も
ド
イ

ッ
語

圏
内

に
あ

っ
て
、
歴
史
上
、
深

い
関
わ

り
を
持

ち
、

今

日
な

お
、
顕
著
な
音
楽
交
流
が
認
め

ら
れ

る
諸
都

市

の
存
在

で
あ

る
。
そ

の
筆
頭

に
挙
げ

ら
れ

る
の
は

先
ず
ウ

ィ
ー

ソ
で
あ

る
。

マ
リ
ア

・
テ

レ
ジ
ア
女
帝

時
代

に
豪
華
絢
爛
な
古
典
音
楽
文
化
を
築

い
た
ウ
ィ

ー
ソ
は
、
今
な

お
、
頑

に
古
き
伝
統

を
堅
持

し
、
そ

の
栄
華

を
今

日
に
伝

え
て
い
る
。

カ
ー
ル

ス
教
会
広

ウイーン国立歌劇場

場
を
中
心

に
マ
リ
ア

・
テ

レ
ジ
ア
ソ

・
イ

エ
ロ
ー
の

華
麗

な
建
物

が

連
立

し
、

ウ

ィ
ー
ソ
国
立
歌
劇
場

(
元

宮
廷
歌
劇
場
)

の
壮
大
な
容
姿

や
シ

ュ
テ
フ

ァ
ソ
寺
院
な
ど
、

い
た
る
と

こ
ろ
に

ハ
プ

ス
ブ

ル
ク

家
代

々
の
よ
す
が
が
偲
ぼ
れ

る
。
特

に

マ
リ
ア

・
テ

レ
ジ
ア
女
帝

の
庇
護

の
も

と

に
活
躍

し

た

ハ
イ
ド

ソ
、

モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
、
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
等

の
大
作
曲

家

た
ち
の
石
像
が
町
角

や
公
園

に
鎮
座

し
て
い
て
、

え
つ
け
ん

通
行
人

は
た
や
す
く
楽
聖

に
謁
見
す

る
こ
と
が

で
き

る
。本
来

、
古
典
主
義

の
理
念

は
調
性

の
秩
序

に
あ

っ

た
が
、
そ

の
調
性

を
崩
壊

さ
せ
、
敢
然

と
無
調
音
楽

を
打

ち
出

し
、
二
十
世
紀
音
楽

の
夜
明

け
を
現
出

さ

せ
た
作
曲
家

た
ち
、
ア
ー
ノ
ル
ト

・
シ

ェ
ー

ン
ベ
ル

ク
、
ア
ル
バ

ン

・
ベ
ル
ク
、
ア

ン
ト

ン

・
ウ

ェ
ー
ベ

ル

ン
を
輩
出

し
た

の
も

ウ
ィ
ー

ソ
で
あ

る
。
創
造

の

パ
ラ
ド

ッ
ク

ス
は
何

と
皮

肉
な
こ
と
で
あ
る
。

ウ

ィ
ー

ソ
の
オ
ー
ケ

ス
ト

ラ
は
ウ

ィ
ー

ソ
交
響

楽

団

と
ウ
ィ
ー

ソ

・
フ
ィ
ル
で
あ
る
。

共

に
ウ

ィ
ー

ソ

国

立
歌

劇
場

の
伴
奏

と
ウ

ィ
ー

ン

・
コ
ン
ツ

ェ
ル
ト

ハ
ウ

ス
の
演
奏
会

を
兼
務

し
て

い
る
。
ウ

ィ
ー

ソ

・

フ
ィ

ル
は
歌

劇

『
ル
チ
ア
』

で
聴
く

こ
と

が

で
き

た
。
主
役

グ

ル
ベ

ロ
ワ

の
絶
妙

な
歌

唱
力

を
ひ
き
立

て
て

い
た
ウ
ィ
ー

ソ

・
フ
ィ
ル
の
格
調

の
山咼
さ
は
、

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
そ

の
も

の
が
歌

劇
と
と
も

に
発
展

し
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て
き
た
長

い
歴
史

の
重

み
を
眼

の
当

り
に
見

る
想

い

で
あ

っ
た
。
ウ

ィ
ー

ン
交
響

楽
団
は

ア
ダ

ム

・
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
の
指
揮
、

ラ
ド
ウ

・
ル
プ

ー
の
ピ

ア
ノ
で

ブ

ラ
ー

ム
ス
の
ピ

ア
ノ
協
奏

曲

一
番
を
聴
く
機
会
を

得
た
が
、
そ

の
迫

熱
的
、
か

つ
大
胆
さ

は
驚

き

で
あ

っ
た
。
新

旧
両
側
面
を
覗
か

せ
た

二
つ
の
オ
～
ヶ
ス

ト
ラ
は
、
ウ

ィ
ー
ソ
と

い
う
音
楽
聖
地

に
あ

っ
て
、

燦
然
と

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
君
臨
し

て
い
る
。

南

ド
イ

ッ
に
隣
接
す

る
音
楽
都
市

に
、
規

模

は
小

さ

い
が

ス
イ

ス
の
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ
が
あ

る
。

チ

ュ
ー

リ

ッ
ヒ
湖

に
面
し
た

チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ

・
ト
ー
ン

・
ハ

レ
で
は
、

ホ
ル
ス
ト

・
シ

ュ
タ
イ

ソ
指
揮

の
フ
ラ
ン

ク
の
交
響
曲

二
短
調

に
め
ぐ
り
会

っ
た
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
最
も
目
ざ
ま
し

い
活
躍
を
続
け

る
シ

ュ
タ
イ

ン

は
、

こ
こ
で
も
強
靱
な
推
進
力

で
聴
衆
を
沸

か
せ
て

い
た
。
多
少
、
荒
削
り
な
響
き

に
は

ロ
ー
カ
ル

・
カ

ラ
ー
が
否
め
な

い
が
、
旅
情
を
慰
め

て
余

り
あ

る
。

西
ド
イ

ツ
北
方

に
は
、
オ

ラ
ソ
ダ

の
名
門

オ
ー
ヶ

ス
ト
ラ
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ル
ム

・
コ
ン
セ
ル
ト

ヘ
ボ

ウ
管
弦

楽
団
が
あ

る
。

オ
ラ
ソ
ダ
と
言
え
ぽ
、

レ
ン

ブ

ラ
ン
ト
や

ゴ

ッ
ホ
が
思

い
浮
び
、
風
車

の
あ

る
田

園
風
景

に
憧
れ
を
抱

か
せ
る
。
東
京
駅

の
モ
デ

ル
に

な

っ
た

ア
ム
ス
テ

ル
ダ

ム
駅

は
秀
麗

な

姿

で

迎
え

て
く
れ
る
。
世
界

屈
指

の

コ
ソ
セ
ル
ト

・
ヘ
ボ
ウ
を

W

・
ザ
ヴ

ァ
リ

ッ
シ

ュ
指
揮
で

シ

ュ
ー
ベ

ル
ト

の
交

む

こ

う

響
曲

十
番

を
聴

い
た
が

、
流
麗

で
、
そ

の
無

何
有

の

さ
と郷

の
響

き
は
現
代
性

を
超
越

し
た

ユ
ー
ト
ピ

ア
的
世

界

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
著

名
な
オ
ー

ケ
ス
ト

ラ
は
、
そ

の
都

市

固
有

の
文
化

的
土
壌

に
根
差

し
、
古

き
伝
統
を
固
守

す
る
点
で
は
保

守
的
と
も
言
え
る
が
、
ま
た
、
そ
れ

は

オ
ー

ケ
ス
ト

ラ
が

現
代

に
生

き
残
る
す
べ
な

の
か
も

知

れ
な

い
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
音

楽

の
砦

で
あ
る
オ
ー

ケ

ス
ト

ラ
は
、
今

な
お
無

尽

の
威

光
を
放

っ
て

い
る
。

多

元
化
す

る
作

曲
界

現
代
音
楽

の
低
調
が

叫
ば

れ
て
久

し

い
。

一
時
期

の
よ
う
な
斬
新

な
前
衛
音
楽

は
陰
を
潜
め
て
し
ま

っ

た

の
は
確

か
で
あ
る
。

か

つ
て
前

衛
音
楽

の
旗
手
で
あ

っ
た
K

・
シ

ュ
ト

ッ
ク

ハ
ウ
ゼ

ン
は
、
作

曲
技

法

の
新

機
軸

を
次

々
と

発
表
し
て
絶
え
ず

先
導

を
切

っ
た
。
そ

の
先
鋭
な
作

曲
理
論

を
巡

っ
て
世
界

の
作

曲
界

は
目
ま
ぐ

る
し
く

揺

れ
動

い
た
。
ま
た
現
代
音

楽

の
新
進
情
報
発
信

の

拠
点

と
し
て
活
躍
し
た
ダ

ル
ム
シ

ュ
タ

ッ
ト
夏
期
ゼ

ミ

ナ
ー
は
、
今

で
は
国
際
現
代
音
楽
研
究
所
と
し

て

の
機
能

を
兼
備

え
、
尨

大
な
楽
譜
を
蔵

し
、
国
際
的

視
野

で
現
代
音
楽

の
系

統
的

な

研
究

を

進

め

て
い

る
。

シ

ュ
ト

ッ
ク

ハ
ウ
ゼ

ソ
は

ケ
ル
ソ
の
郊
外

で
十

年
計

画

と

い

う
壮
大

な
構
想

で
超
大
作

「
冒
8
郎
」

(
光

)

に
取
り
組

ん
で

い
る
。

筆

者

は
調
査
研
究

の
た
め
ダ

ル
ム
シ

ュ
タ

ッ
ト
国

際
現
代
音
楽
研
究
所

に
通

っ
た
。
そ

の
道
す
が

ら
、

京

都
ド
イ

ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
所
長
を
永
年
勤
め

た
ク

リ
ス
ト
フ

・
ケ
ソ
プ
博
士
宅
を
訪
ね

た
。

ケ

ン
プ
博

士
と

は
彼

の
所
長
在
任
中

に
、

シ

ュ
ト

ッ
ク

ハ
ウ
ゼ

ソ
と

の
討

論
会
や

日
独
現
代
音
楽
交
流

の
種

々
な
演

奏

会
を
共

に
企
画
し
た
想

い
出
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
現
代
音
楽

の
振
興

に
深

い
理
解

を
持

つ
ケ

ン
プ

博
士

は
、

ラ
イ
プ

チ

ッ
ヒ
大
学

か
ら
京
都
大
学

に
移

っ
て
教
鞭
を
取
り
、
ま
た

日
独
文
化
研
究
所
及
び
京

都

ゲ
ー
テ

・
イ

ン
ス
テ
ィ
チ

ュ
ー
ト
設
立

に
多
大
な

功
績
を
残
し
、
親

日
家
と
し

て
も
名
高

い
。
退
職
後

は

ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
を
流
れ

る
ネ

ッ
カ
ー
河
上
流

の

広
大
な
高
地

で
悠

々
自
適

の
生
活
を
送

っ
て
い
た
。

ケ
ン
プ
博
士
と
筆
者

は
久

々
の
再
会

を
歓
び
合

い
、

か
つ
て
の
日
独
現
代
音
楽
交
流
を
回
顧

し
た
の
で
あDr.ケ ン プ と筆 者
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る
。既

に
先
取
的
な
技

法
を
追

っ
て
競

っ
た
時
代

は
過

ぎ

た

の
だ

ろ
う
か
。
今
、
表
現

の
内

容
と
質

的
な
問

題

が
問
わ
れ

て
い
る

の

か
も

知

れ

な

い
。
現
代
音

楽
が
歩
ん
で
き
た
過
去

へ
の
反

芻

の
時
代
と
も
言
え

る
。現

に
、
そ

の
兆
し
は
西
ド
イ

ツ
に
起

っ
た
新

ロ
マ

ソ
主
義

で
あ
る
。
W

・
リ
ー

ム
は
調
性

の
復
帰

を
標

榜

し
、
現
代
音
楽
が
忌
避
し
て
き
た

メ

ロ
デ

ィ
ッ
ク

な
流
動
性

を
敢
然

と
打
ち
出
し
た
。
事
実

、
豊
艶

な

筆
致

と
表

情
豊

か
な
リ
ー

ム
の
音

楽
は
、
広

い
聴
衆

層

に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
潮
流

は
若

い
作

曲

家

に
も
波

及
し
た
。
U

・
シ

ュ
ト

ラ
ソ
ッ
、
W

・

シ

ュ
バ
イ

ニ
ッ
ツ
な
ど

の
抒
情
的

、
な

い
し
心
象
的

表

現
に
も
新

ロ
マ
ン
主
義

に

一
脈
通
ず

る
も

の
が

あ

る
。ま
た
、
従
来

の
現
代
音
楽

の
複
雑
さ
難
解

さ
に
よ

る
聴
衆

と
の
隔
離
。
そ

の
反
省

と
批
判

は
ア

メ
リ
カ

に
起

っ
た
。

S

・
ラ
イ

ヒ
の
単
純
性

の
音
楽

は
、

ま

さ

に
、

そ

の
ア

ソ
チ
テ
ー
ゼ
で

あ

っ
た
。

こ

の
単

純

主
義

を
独
自

に
発
展
さ

せ
た
W

・
ツ

ン
マ
ー

マ
ソ

は
、
単
純
性

に
禅

の
思
想

を
付
与

し
て
新
境
地
を
開

い
た
。

ツ
ン
マ
ー

マ
ン
は
今

ま
で
忘
れ

ら
れ

て
い
た

古

い
民
俗
的

な
舞
曲

を
掘

り
起

し
、
そ

の
素
朴
さ
と

単
純
性

を
音
楽

の
根
源
的
生

と
し
て
甦

え
ら
せ
て
い

ドイツ放送局のエールシュレーゲル

と筆者

 

る
。現
在

、
西
ド
イ

ツ
で
最
も

旺
盛
な
評
論
活
動

を
続

け

て
い
る
ド
イ

ツ
放
送
局

の
R

・
エ
ー

ル
シ

ュ
レ
ー

ゲ
ル
と

の
談
合

は
、
貴
重

な
教

示
を
筆
者

に
与

え
た

が
、
な

か
で
も
西

ド
イ
ッ
の
新
鋭
作
曲
家

、
W

・
ツ

ン

マ
ー

マ
ン
を
異

口
同
意

に
賞
賛

し
て

い
た

の
が
印

象
的

で
あ

っ
た
。

い

つ
の
時
代
も
時
世

の
寵
児
的
作
曲
家

の
出
現

は

否
め
な

い
が
、
独
創
的

な
表
現
領
域

を
開
拓

し
て
い

る
作
曲
家

た
ち
も
無
視
す

る
こ
と

は
で
き

な

い
。
思

索
的
な
音
楽

を
書
く

D

・
シ

ュ
ネ
ー
ベ
ル
、
瞑
想

に

沈
思
す

る

ハ
ー

メ
ル
、
独
特
な
音
響
源

の
開
発

に
ょ

っ
て
未
知

の
世
界

を
開
示
す

る

ヘ
ス
ポ
ス
、
聴
覚
イ

メ
ー
ジ
の
フ

ォ
ル
ム
に
よ

る
ラ

ッ
ヘ
ン

マ
ン
、

シ
ア

そ
う
そ
う

タ
ー

・
ピ

ー

ス
の
カ
ー
ゲ

ル
な
ど
錚

々
た
る
作

曲
家

た
ち

の
存
在

で
あ

る
。
今

や

一
人

の
作
曲
家
が

一
世

を
風
靡
す

る
こ
と

は
難

し
い
。
主
義

主
張

や
作

品
傾

向

は
多
岐

に
わ
た
り
多
元
的
状
態

を

深

め

つ

つ
あ

る
。
現
代

の
価
値
感

や
嗜
好

の
多
様
化

を
反
映

し
て

い
る
と
取
れ

る
が
、
む
し

ろ
創
造
本
来

の
姿

を
取

り

も
ど
し
群
雄
割
拠

し
て
い
る
。

逞
し

い
創
造
力

は
西
ド
イ

ツ
音
楽
文
化

の
活
性
剤

な

の
で
あ

る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
偉
大
な
音
楽
遺
産

の

継
承

は
創
造
活
動

の
進
展

に
あ

る
と
す

る
論
理

は
、

国
、
州

、
都
市

の
文
化
施
策

に
も
浸
透

し
て
い
る
。

ま
た
物

質
文
化
を
越
え

て
、
あ

る
理
念
を
目
ざ
し

て
創
造
さ
れ

る
芸
術
や
思
想
、
あ

る
い
は
宗
教
な
ど

の
精
神

活
動
を
核

と
し
た
普
遍
的
文
化
志
向
が
市
民

の
文
化
意

識

に
根
強

い
。
そ

の
精
神
活
動
が
今

日
、

西
ド
イ

ツ
の
音

楽
文
化

を
根
底

か
ら
支

え

て
い
る
。

(
本
稿

は
京
都
新

聞
連
載

記
事

を
加
筆
し
た
も

の

で
あ
る
)
(
い
な
が

き

せ

い
い
ち

文

学
部
助
教

授
)
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